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年
ほ
ど
ま
え
、
あ
ら
た
め

て
企
業
理
念
を
「
人
の
た

め
社
会
の
た
め
に
」
と
決

め
た
の
も
、
そ
う
し
た
時

代
背
景
が
あ
る
か
ら
に
ほ

か
な
ら
な
い
。

　

１
２
０
年
前
、
西
多
摩

郡
調
布
村
で
事
業
を
興
し

て
以
来
、
営
々
と
築
き
上

げ
て
き
た
岩
浪
建
設
の
こ

れ
か
ら
が
岳
史
氏
の
双
肩

に
か
か
っ
て
い
る
。　

   　
　
　
　
【
岡
村
繁
雄
】

120 年の歩みを誇りとして
 

建
設
業
の
役
割
に
社
会
イ
ン
フ
ラ
と
住
環
境
の
整
備
が

あ
る
。
明
治
か
ら
令
和
へ
と
時
代
が
移
っ
て
も
、
そ
の
重

要
さ
は
変
わ
ら
な
い
。
青
梅
市
長
淵
に
本
社
を
置
く
岩
浪

建
設
は
１
２
０
年
の
歴
史
を
誇
る
。
こ
の
間
、
５
度
の
事

業
承
継
を
重
ね
、
歴
代
の
社
長
た
ち
は
豊
か
な
郷
土
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
き
た
。　
　
　
　

西
多
摩
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
尽
力

　

創
業
は
、
あ
の
日
露
戦

争
が
は
じ
ま
っ
た
明
治
37

年
（
１
９
０
４
）。
初
代

の
岩
浪
馬
二
郎
氏
が
、
東

京
府
事
業
の
住
民
総
代
請

負
人
と
し
て
青
梅
と
五
日

市
を
結
ぶ
二
ツ
塚
峠
の
新

道
開
削
に
携
わ
っ
た
。
工

事
受
注
時
の
立
場
を
見
て

も
、
岩
浪
家
が
往
時
か
ら

地
元
の
中
心
的
役
割
を
果

た
し
て
い
た
こ
と
が
う
か

が
え
る
。

　

二
代
目
と
な
る
岩
浪
光

二
郎
氏
へ
の
事
業
承
継
は

大
正
年
間
に
入
っ
て
か
ら

摩
も
発
展
途
上
に
あ
り
、

同
地
域
を
地
盤
に
と
い
う

会
社
と
し
て
の
方
向
性

は
、
太
助
氏
の
時
代
に
ほ

ぼ
定
ま
っ
た
。

今
後
の
建
設
ニ
ー
ズ

　

現
会
長
の
岩
浪
勝
二
氏

が
五
代
目
社
長
に
就
任
し

た
昭
和
50
年
代
末
は
、
西

多
摩
も
建
設
ラ
ッ
シ
ュ
を

迎
え
た
。
岩
浪
建
設
は
圏

央
道
あ
き
る
野
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
の
橋
脚
工
事
を

成
し
遂
げ
、
共
同
企
業
体

（
Ｊ
Ｖ
）
方
式
が
推
奨
さ

れ
て
い
た
都
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
は
、
警
視
庁
五
日

市
警
察
署
庁
舎
工
事
な
ど

で
要
と
な
っ
た
。
Ｊ
Ｖ
参

画
の
経
営
的
効
果
は
、
大

手
ゼ
ネ
コ
ン
の
技
術
や
福

利
厚
生
も
手
本
に
で
き
た

こ
と
で
あ
る
。
同
時
期
に

は
民
間
の
工
場
や
倉
庫
の

建
築
が
増
加
し
た
。

　

そ
し
て
六
代
目
。
現
社

長
の
岩
浪
岳
史
氏
は
、
上

智
大
学
を
出
た
際
は
、
競

走
馬
を
育
成
す
る
社
台

グ
ル
ー
プ
に
籍
を
置
い

た
。
や
が
て
30
歳
で
家

業
に
戻
り
、
平
成
20
年

（
２
０
１
０
）
に
社
長
を

受
け
継
ぐ
。
折
も
お
り
、

バ
ブ
ル
崩
壊
後
の
低
迷
が

続
く
失
わ
れ
た
20
年
の
最

後
の
年
。
経
営
改
革
に
取

り
組
む
岳
史
氏
を
、
会
長

に
退
い
た
勝
二
氏
が
黙
っ

て
後
ろ
盾
に
な
っ
た
と
い

う
。
岳
史
氏
に
な
っ
て
か

ら
の
実
績
で
は
、
青
梅
市

民
会
館
跡
地
に
建
て
ら
れ

た
Ｓ
＆
Ｄ
た
ま
ぐ
ー
セ
ン

タ
ー
が
目
立
つ
。

　

と
は
い
え
、
建
設
ニ
ー

ズ
は
新
設
や
新
築
か
ら
イ

ン
フ
ラ
お
よ
び
建
物
の
維

持
・
更
新
に
変
わ
っ
て
き

た
。
そ
こ
で
成
果
を
上
げ

る
こ
と
が
即
、
同
社
の
地

域
貢
献
に
つ
な
が
る
。
７

の
こ
と
。
土
木
工
事
だ
け

で
な
く
、
建
築
も
手
が
け

る
こ
と
で
地
域
発
展
の
一

翼
を
担
っ
て
き
た
の
で
あ

る
。
光
二
郎
氏
の
代
に
お

け
る
代
表
的
な
仕
事
に
は

青
梅
鉄
道
（
現
Ｊ
Ｒ
青
梅

線
）の
本
社
駅
舎
が
あ
る
。

大
正
13
年
（
１
９
２
４
）

の
新
築
だ
が
、
当
時
は
ま

だ
珍
し
い
鉄
筋
コ
ン
ク
リ

ー
ト
造
３
階
建
て
。
い
ま

も
利
用
さ
れ
て
い
て
、
ノ

ス
タ
ル
ジ
ッ
ク
な
雰
囲
気

を
漂
わ
せ
る
。

　

こ
の
こ
ろ
は
西
多
摩
以

外
、
23
区
内
な
ど
で
も
事

業
展
開
し
て
い
た
。
建
設

業
し
て
の
ノ
ウ
ハ
ウ
も
着

実
に
備
わ
っ
て
き
た
と
い

っ
て
い
い
。
そ
れ
に
加
え

て
常
日
頃
か
ら
創
意
工
夫

も
お
こ
た
る
こ
と
な
く
、

官
民
い
ず
れ
の
顧
客
か
ら

も
確
か
な
信
頼
を
勝
ち
得

て
い
く
。

戦
争
と
再
興
の
時
代

　

そ
し
て
昭
和
10
年

（
１
９
３
５
）、
す
で
に
家

　

―
歴
代
社
長
に
共
通
す
る
考
え
方

は
何
か
？

　

中
国
の
古
典
に
あ
る
「
創
業
は
易

く
守
成
は
難か
た

し
」
だ
と
思
う
。
新
た

に
事
業
を
興
す
よ
り
も
、
そ
れ
を
衰

え
さ
せ
な
い
よ
う
に
守
っ
て
い
く
ほ

う
が
む
ず
か
し
い
と
い
う
意
味
だ
。

社
史
を
振
り
返
る
と
、
歴
代
社
長
が

そ
の
通
り
の
舵
取
り
を
し
て
き
た
と

感
じ
る
。

　
―
そ
れ
は
会
社
を
受
け
継
ぐ
覚
悟

に
も
通
じ
る
。

　

家
業
を
継
ご
う
と
実
家
に
戻
っ
た

の
は
30
歳
の
と
き
。
タ
イ
ミ
ン
グ
と

し
て
は
バ
ブ
ル
景
気
後
の
〝
失
わ
れ

た
20
年
〟
に
当
た
る
時
期
。
前
職
で

の
経
験
を
生
か
し
て
岩
浪
建
設
の
経

営
力
強
化
に
取
り
組
ん
で
み
た
い
と

考
え
た
。

　

―
地
場
の
ゼ
ネ
コ
ン
を
経
営
し
て

15
年
。社
長
の
使
命
感
を
聞
き
た
い
。

　

売
上
高
が
ピ
ー
ク
だ
っ
た
バ
ブ
ル

期
を
過
ぎ
て
も
、
圏
央
道
な
ど
の
大

き
な
工
事
を
受
注
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
弊
社
が
百
年
企
業
に
な
れ
た
理

由
は
、
西
多
摩
で
認
め
ら
れ
た
と
い

う
こ
と
。
そ
の
意
味
で
や
る
べ
き
こ

と
は
、
地
域
経
済
を
支
え
て
い
く
こ

業
を
引
き
継
い

で
い
た
岩
浪
清

氏
が
合
資
会
社

岩
浪
組
を
設

立
。
代
表
社
員

に
就
く
。
と
は

い
え
、
巷
ち
ま
たに
は

軍ぐ
ん
か靴

の
響
き
が

聞
こ
え
る
よ
う

に
な
り
、
翌
々

年
に
は
盧
溝
橋

事
件
が
勃
発

し
、
太
平
洋
戦

争
に
向
か
う
厳

し
い
時
代
が
は

じ
ま
る
。
戦
時

中
は
企
業
統
制

令
に
よ
り
、
こ

の
地
域
の
数
社

も
西
多
摩
土
建

株
式
会
社
に
統

合
さ
れ
、
清
氏
が
社
長
を

務
め
た
。
こ
の
時
期
、
岩

浪
建
設
が
３
度
に
わ
た
っ

て
関
わ
る
こ
と
に
な
る
調

布
橋
の
二
代
目
架
替
を
施

工
し
て
い
る
。

　

四
代
目
の
岩
浪
太
助
氏

は
、
光
二
郎
氏
の
次
男
に

当
た
る
。
終
戦
翌
年
、
西

多
摩
土
建
に
入
社
。
23
年

（
１
９
４
８
）
に
同
社
が

解
散
す
る
と
、
岩
浪
組
を

再
興
し
、
代
表
取
締
役
に

な
っ
た
。
さ
ら
に
、
30
年

（
１
９
５
５
）
に
は
現
在

の
岩
浪
建
設
株
式
会
社
に

改
組
。
青
梅
、
あ
き
る
野

間
の
満
地
ト
ン
ネ
ル
築
造

や
都
立
羽
村
高
校
の
新
築

工
事
を
請
け
負
う
。
西
多

岩
浪
岳
史
社
長
に
聞
く

岩浪建設
人のため　社会のために

と
だ
ろ
う
。
７
年
ほ
ど
前
、
企
業
理

念
を
「
人
の
た
め
社
会
の
た
め
に
」

と
し
た
の
は
、
そ
の
決
意
を
示
し
た

か
っ
た
か
ら
だ
。

　

―
今
後
の
業
界
動
向
と
経
営
戦

略
は
？

　

人
口
減
少
と
高
齢
化
社
会
へ
の
対

応
が
大
切
に
な
っ
て
く
る
。
こ
れ
か

ら
は
新
規
需
要
が
増
え
る
の
で
は
な

く
、メ
ン
テ
ナ
ン
ス
や
更
新
を
し
て
、

長
く
使
っ
て
い
く
よ
う
に
な
る
だ
ろ

う
。
基
本
的
に
は
全
体
の
都
市
計
画

は
行
政
サ
イ
ド
が
行
い
、
我
々
が
施

工
す
る
。
さ
ら
に
、
最
近
の
激
甚
化

し
て
い
る
自
然
災
害
へ
の
対
応
も
不

可
欠
。
復
旧
・
復
興
だ
け
で
な
く
、

防
災
・
減
災
の
視
点
も
必
要
だ
。
こ

の
２
つ
が
業
界
の
生
き
残
り
戦
略
と

い
っ
て
い
い
。
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